
 

 

Ａ３ ハザードマップを使うことで得られる様々な効果があります。 

例えば、以下の効果などがあります。 

①災害による被害の程度を前もって知ることができる。 

②災害に対する危機意識を普段から持つことができる。 

③災害時に「いつ」、「どこに」避難するかを前もって知ることができる。 

また、平成１０年８月の福島県で発生した集中豪雨では、ハザードマップを学

習したことがある人は、ない人と比べて、避難情報が出てから避難を行うまでの

時間に「１時間」の差が出る※など、災害発生時の逃げ遅れを減らす効果が証明

されています。 

 
 

※出典：「平成１１年度 東北地方建設局 建設白書（第１章 東北の地域づくり
と社会資本整備）」国土交通省 平成１１年１２月 

Ｑ３ ハザードマップを使うとどのような効果がありますか。 


